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西労組

【
沿
線
自
治
体
と
の
懇
談
活
動
の
継
続
実
施
】

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
地
域
活
性
化
運
動
の
実
践
の
一
環
と
し

て
自
治
体
と
の
懇
談
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
自
治
体
・
地
方
議

員
・
連
合
・
交
運
労
協
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
強
み
を
活
か
し
、
各
地
の
事
情
に
応
じ
て
問
題
発
信

し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
と
地
域
と
の
共
生
を
責
任
組
合
の
立

場
か
ら
主
導
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
以
下
に
沿
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
各
地
本
・
総
支
部
に
お
け
る
「
交
通
政
策
基
本
法
と
基
本
計
画

　

に
関
す
る
勉
強
会
」
の
開
催

　

各
地
の
事
情
に
応
じ
て
、
鉄
道
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
共
生

の
取
り
組
み
を
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
課
題
提
起
し
て
い
く
た
め

に
、
各
地
本
・
総
支
部
で
「
Ｓ
a
y
|
Ｃ
h
o
No.
42
」（
Ｊ
Ｒ

西
労
組
が
取
り
組
む
地
域
活
性
化
運
動
）や
、「
Ｓ
a
y
|
Ｃ

h
o
No.
44
」（
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
今
後
を
考
え
る
）、「
2
0
1

7
年
交
通
重
点
政
策
」

等
を
活
用
し
て
、「
交
通

政
策
基
本
法
と
基
本
計

画
に
関
す
る
勉
強
会
」

等
を
開
催
し
、
運
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。

②
各
支
社
と
の
協
議

の
充
実

　
「
地
域
と
の
共
生
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
地

本
・
支
社
間
で
労
使
協

議
を
強
化
す
る
他
、
協

議
会
な
ど
沿
線
自
治
体

と
Ｊ
Ｒ
と
の
対
話
の
促

進
へ
働
き
か
け
を
進
め

ま
す
。

③
地
方
連
合
会
・
交
運

労
協
、
地
方
議
員
等
と

の
懇
談

　

組
合
員
の
地
方
政
治
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
、
地
方
連
合
会
や
地
方
交
運
労
協
の
仲
間
や
地
方
議
員
な
ど

と
地
域
活
性
化
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
や
要
望
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
活
動
へ
の
理

解
と
認
識
を
共
有
し
て
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

④
沿
線
自
治
体
と
懇
談
活
動
の
促
進

　

地
域
共
生
の
中
心
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
沿
線
の
地
方
自
治

体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
に
自
治
体
と
の
懇
談
を
進
め
ま
す
。
各
地
本
は
地
方
議
員
と

連
携
す
る
な
ど
し
て
、
府
県
、
お
よ
び
地
方
幹
線
・
ロ
ー
カ
ル
線

の
沿
線
市
町
村
の
担
当
部
署
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
取
り
組
み
と
問
題
意
識
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
む
け
て
、
実
態
や
課

題
、
他
地
域
に
お
け
る
先
進
事
例
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
提
言

な
ど
を
問
題
提
起
し
、
懇
談
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

《
自
治
体
と
の
具
体
的
な
懇
談
内
容
》

▼
利
用
促
進
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る
課
題
の
共
有
化
、

　

情
報
提
供

▼「
交
通
政
策
基
本
計
画
」や「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」に

　

基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み

▼
Ｊ
Ｒ
線
活
性
化
等
の
協
議
会
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

　

協
議
会
設
置
の
働
き
掛
け

▼
歓
迎
ム
ー
ド
の
醸
成
、地
域
が
潤
う
仕
組
み
づ
く
り
等
の

　

ア
イ
デ
ア
出
し
、意
見
交
換

▼
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
、駅
の
活
性
化
、ま
ち
づ
く
り
、

　

他
交
通
機
関
と
の
関
わ
り
、観
光
振
興
の
取
り
組
み
、

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、踏
切
撤
去
、無
人
駅
対
策

▼
地
域
と
連
携
し
た
減
災
・
防
災
対
策　

な
ど

　

2
0
1
6
年
9
月
、
会
社
は
三
江
線
の
廃
止
届
を
提
出
し
、2

0
1
8
年
4
月
1
日
を
も
っ
て
三
江
線
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
沿
線
首
長
ら
で
つ
く
る
「
三
江
線
代
替
交

通
確
保
調
整
協
議
会
」
（
地
元
協
議
会
）
が
代
替
交
通
機
関
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会

で
は
、
国
土
交
通
省
が
提
示
し
た
代
替
の
バ
ス
ル
ー
ト
案
に
つ
い

て
概
ね
了
承
し
、
今
年
8
月
末
ま
で
に
、
バ
ス
事
業
者
や
停
留
所

の
位
置
な
ど
、
詳
細
な
ル
ー
ト
を
盛
り
込
ん
だ
運
行
計
画
を
決
定

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
模
様
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
、
地
元
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
持

続
可
能
な
交
通
体
系
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
会
社
に
対
し
て
求

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
1
）
敦
賀
〜
大
阪
間
の
ル
ー
ト
選
定
と
建
設
に
つ
い
て

　

敦
賀
以
西
の
ル
ー
ト
が
決
定
し
、
今
後
は
並
行
在
来
線
や
財
源

確
保
の
問
題
に
焦
点
が
移
り
ま
す
。
現
在
の
案
で
は
、
2
0
3
0

年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
新
幹
線
の
全
線
開
通
ま
で
は
財

源
が
な
く
、
北
海
道
新
幹
線
が
札
幌
ま
で
開
通
し
た
後
の

2
0
3
1
年
に
着
工
、
2
0
4
6
年
頃
完
成
の
見
通
し
で
す
が
、

北
陸
圏
に
お
け
る
経
済
交
流
の
中
心
が
関
西
圏
か
ら
首
都
圏
へ
移

行
し
て
し
ま
う
前
に
、
早
期
に
ル
ー
ト
を
決
定
し
て
開
通
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
並
行
在
来
線
に
該
当
す
る
か
否
か
の
議
論
は
と
も
か

く
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
以
西
開
業
で
影
響
を
受
け
る
の
は
、
北

陸
本
線
及
び
湖
西
線
（
敦
賀
〜
近
江
塩
津
〜
山
科
間
）
と
小
浜
線

（
敦
賀
〜
小
浜
間
）
で
す
。

　

北
陸
本
線
及
び
湖
西
線
（
敦
賀
〜
近
江
塩
津
〜
山
科
間
）
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足
時
の
1
9
8
7
年
と
比
べ
て
も
輸
送
密
度
が

1
2
6.
8
％
増
え
て
お
り
、
輸
送
密
度
が
一
定
数
以
上
（
近
江

塩
津
〜
山
科
間
は
3
7,
6
8
9
人
／
日
）
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
特
急
列
車
以
外
の
新
快
速
・
快
速
・
普
通
列
車
等

に
お
い
て
、
通
勤
・
通
学
な
ど
の
地
域
の
公
共
交
通
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
構
成
す
る
欠
か
せ
な
い
線
区
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
小
浜
〜
京
都
ル
ー
ト
で
は
京
都
府
の

み
を
通
過
し
、
滋
賀
県
へ
の
便
益
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
当
該

線
区
に
お
い
て
は
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
が
運
行
主
体
と
な
る
こ
と
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
小
浜
線
（
敦
賀
〜
小
浜
間
）
に
つ
い
て
は
、
輸
送
密
度

が
比
較
的
小
さ
く
（
敦
賀
〜
東
舞
鶴
間
で
1,
0
9
6
人
）、
ご
利

用
も
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
30
年
で
約
半
減
し
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
鉄

道
の
特
性
を
発
揮
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
交
通
政
策
基
本

法
・
交
通
政
策
基
本
計
画
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
の
公
共
交
通

と
し
て
、
地
域
の
持
続
的
発
展
や
活
性
化
に
資
す
る
あ
り
方
に
つ

い
て
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
将
来
像
を
し
っ
か
り
と
描
く
べ
き

で
す
。
例
え
ば
、
小
浜
〜
舞
鶴
間
を
高
規
格
化
し
、
小
浜
駅
を
核

と
し
た
南
丹
エ
リ
ア
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
図
る
な
ど
、
具
体
的
な

将
来
像
を
描
く
べ
き
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
も
会
社
任
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り
と
協
議
に
入
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
並
行
在
来
線
の
扱
い
に
つ
い
て
、
経
営
分
離
す
る
場

合
に
は
沿
線
自
治
体
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
着
工
の
条
件
と
さ
れ

て
お
り
、
2
0
2
2
年
の
敦
賀
開
業
以
降
、
す
み
や
か
に
開
業
を

求
め
る
た
め
に
は
、
残
さ
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
５
年
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
関
係
地
本
と
連
携
し
、
議
論
を
深
め
ま
す
。

（
2
）フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
取
り
扱
い

　
　（
北
陸
新
幹
線
へ
の
導
入
に
係
る
取
り
扱
い
）

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
〜
大
阪
間
に
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技
術
上
の
課
題

か
ら
実
用
化
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
Ｆ

Ｇ
Ｔ
は
1
9
9
9
年
よ
り
実
験
が
始
ま
り
、
2
0
1
4
年
春
か
ら

実
用
化
に
む
け
た
3
次
試
験
車
を
投
入
し
、
10
月
よ
り
耐
久
走
行

試
験
（
60
万
キ
ロ
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
約
3
万
キ
ロ

走
行
し
た
11
月
末
に
台
車
部
分
の
不
具
合
が
発
生
し
、
試
験
の
再

開
に
つ
い
て
2
0
1
7
年
６
月
に
も
結
論
が
出
る
見
通
し
で
す
。

　

開
発
に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
、見
通
し
の
立
た
な
い
開

発
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
へ
の
Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
導

入
に
つ
い
て
は
断
念
す
る
と
と
も
に
、フ
ル
規
格
に
よ
っ
て
敦
賀
|

新
大
阪
間
を
早
期
に
開
業
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
1
9
9
8
年
に
提
案
さ
れ
た
可
部

線
の
一
部
廃
線
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
各
地
方
に
お
い
て
地
域
と

連
携
し
た
多
く
の
企
画
提
案
運
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
展
し
、
特
に
地
方
に
お
い
て

地
域
と
の
連
携
が
一
層
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
７
月
の
定
期
大
会
に
お
い
て

「
岡
山
の
地
域
活
性
化
と
公
共
交
通
」
と
題
す
る
記
念
集
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
各
地
方
で
の
企
画
提
案
運
動

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

現
在
、
西
日
本
の
各
エ
リ
ア
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
あ
り
方
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
特
産
品
や
技
術
・
技
能
な
ど
の
地
域
の

伝
統
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
自
治
体
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス
瑞
風
の
運
行
や
、
牡
蠣
や
サ
バ
な
ど
の
特
産
品
の
創
出
な

ど
に
よ
っ
て
地
域
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
影
響
は
一

部
の
エ
リ
ア
に
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
課
題
も
残
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
、
地
域
の
課
題
と
向
き
合
っ
た
う
え
で
、
よ

り
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
企
画
提
案
運
動
を
進
め
る
べ
く
、
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
1
）「
交
通
重
点
政
策
」の
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
比
較
的
短
期
の
政
策
課
題
を
中
心
に
「
2
0
1

7
交
通
重
点
政
策
」
と
そ
の
解
説
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
す
で

に
各
地
本
・
総
支
部
に
一
定
数
を
配
付
し
て
お
り
、
自
治
体
訪
問

の
際
に
活
用
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
請
し
ま
す
。

（
2
）
地
方
議
員
団
訪
問
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
第
11
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
提
唱
し
た

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
の
形
成
に
向
け
て
、
地
方
自
治
体
（
市
町

村
）
レ
ベ
ル
の
公
共
交
通
の
実
態
把
握
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）

を
開
始
し
て
お
り
、
2
0
1
5
年
11
月
に
は
岡
山
市
長
を
訪
問

し
、
吉
備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
や
路
面
電
車
の
駅
前
乗
り
入
れ
等
の
課

題
、
地
域
の
総
合
交
通
体
系
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

本
部
は
、
今
後
も
地
方
議
員
団
会
議
等
と
連
携
し
、
本
取
組
み

の
継
続
的
か
つ
精
力
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

2
0
1
6
年
１
月
15

日
、
軽
井
沢
に
お
い
て

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
大
型

貸
切
バ
ス
が
転
落
事
故

を
起
こ
し
、
乗
員
2
名

を
含
む
計
15
名
が
死

亡
、
乗
客
26
名
が
重
軽

傷
を
負
う
大
惨
事
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
が

二
度
と
起
き
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
各
労
使

間
で
議
論
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
を

も
巻
き
込
み
、バ
ス
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
課
題
も
含
め
、
業

界
全
体
と
し
て
安
全
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
故
の
背
景
に
は
、
2
0
0
0
年
・
2
0
0
2

年
の
行
き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
が
あ
り
ま
す
。
新
規
参
入
を
一
時
的

に
停
止
す
る
な
ど
、
行
政
を
も
巻
き
込
み
業
界
全
体
と
し
て
安
全

意
識
を
高
め
て
構
造
的
な
問
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
バ
ス
運
転
者
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
労
働
環
境
や
労
働
条
件
を
厳
し
く
し
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
今
年
度
も
バ
ス
対
策
委

員
会
を
継
続
的
に
開
催
し
、
両
バ
ス
地
本
に
お
け
る
課
題
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
と
連
携
し
て
、
安
全

の
確
立
、
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

2 

今
後
の
三
江
線
へ
の
対
応
つ
い
て

3 

北
陸
新
幹
線
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

4 

地
方
に
お
け
る
企
画
提
案
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

5
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
た

　

 

政
策
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

6
バ
ス
事
業
の
安
全
と

　

  

Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
活
性
化
に
向
け
て


